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表紙の写真
（表表紙）

上段左　疎林化が進む檜洞丸山頂付近のブナ林

上段中央　植生の回復が良好な三峰尾根の植生保護柵

下段左　檜洞丸の大気・気象観測施設

下段中央　葉を食べる大量のブナハバチ幼虫

右　薬剤の樹幹注入によるブナハバチ防除試験

（裏表紙）

　良好な環境が残された菰釣山のブナ林。林床にスズタケが繁茂し、中低木が豊富に生育し、階層構

造が発達した森林であり、ブナ林再生の目標像の一例といえる。丹沢のなかでも林床にスズタケが繁

茂するブナ林は残り少ないが、ここ数年でニホンジカの採食影響が目立つようになり、今後の森林環

境の劣化が危惧される。
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ブナ林の衰退

ササ草原化が進む不動ノ峰（左）と竜ヶ馬場（右）

ブナ等樹木の立ち枯れにより疎林化が進む檜洞丸山頂付近

1966 年（左）と 2012 年（右）の檜洞丸南向き斜面のブナ林（同一地点）



健全なブナ林とブナの着花から実生まで

菰釣山のうっそうとしたブナ林
丹沢のなかでも林床にスズタケが繁茂するブナ林は今では残り少ない。

ブナの雄花（左上）、殻斗（右上）、堅果（左下）及び実生（右下）
堅果の豊作年の翌年には実生が多く発生するが、シカの採食影響などでほとんどが消失してしまう。



大気・気象と水ストレスの観測

檜洞丸でのプレッシャーチャンバー法による葉の水ポテンシャル測定（京都府立大学）
山岳地帯での測定には装置の重量が重く、運搬の負荷が大きい。

山岳地の移動観測に用いるオゾン計（愛媛大学） ブナへのオゾン影響を測定する犬越路のオープントップ
チャンバー（環境科学センター・農業技術センター）

檜洞丸山頂付近の大気・気象観測施設（左）とメンテナンス状況（右）
　現在は檜洞丸、丹沢山、菰釣山、鍋割山の 4地点で観測を行い、衛星通信によりweb 上でリアルタイム
観測値を公開している。落雷や台風、アリの営巣などで不具合が生じるたびにメンテナンスのために山を
登る必要がある。



ブナハバチによるブナの葉食被害

黄色の衝突板トラップに誘引されたブナハバチ成虫
この生態を利用して成虫を捕獲し、食害規模の予測を行っている。

葉を食べるブナハバチの幼虫 樹幹に群がるブナハバチの幼虫

ブナハバチによる大規模な食害を受けた2011年（左）と衰退が進んだ2016年（右）の檜洞丸のブナ林
ブナハバチの食害を繰り返し受けることでブナの枯死・衰弱が進行している。



ニホンジカの採食影響と植生保護柵

丹沢の山中でよくみかけるニホンジカ

ニホンジカの採食影響を強く受ける石棚山稜（左）と檜洞丸（右）のブナ林の林床植生
　閉鎖林冠下（左）では柵外で植生が減少し、日当たりのよい林冠ギャップ（右）ではニホンジカの不嗜
好性植物であるマルバダケブキやオオバイケイソウ、ホソエノアザミなどが繁茂している。

大雪（左）や倒木（右）により破損した植生保護柵
植生保護柵は設置後の持続的な見回りや補修が欠かせない。



ブナ林の再生試験

ブナ林再生に向けた散布種子数（左）と更新木（右）の調査

苗木生産のための種子採取（左）と採取した種子（右）

三峰尾根の柵内で人の背丈まで回復したスズタケ



a丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

発刊にあたって

　神奈川県自然環境保全センターは、森林を中心とした自然環境の保全や再生を推進するため、研究、

普及、事業の各部門を備えた中核機関として、平成 12年度に創設されました。それ以来、丹沢大山

地域の自然再生をはじめとした森林環境に関わる近年の様々な課題に対応するために、森林管理・自

然公園・野生動物の各分野の事業とそれに関する普及啓発・県民協働や試験研究が一丸となって業務

を推進しています。

　「自然環境保全センター報告」は、このような当センターにおける日々の業務から得られた様々な

成果や自然情報及び知見を県民や他の行政機関等に提供するとともに、記録、保存することを目的に

作成しております。

　第 14号は、「丹沢山地のブナ林再生に向けて　～衰退原因の解明と再生技術の開発～」と銘打った

特集としました。

　丹沢山地において昭和 50年代にブナ林の衰退が顕在化して以降、平成 5年から行われた「丹沢大

山自然環境総合調査」、平成 16年から行われた「丹沢大山総合調査」を通じてその衰退の実態が明ら

かにされています。

　その後も当センターでは、ブナ林の衰退に歯止めをかけ、再生を目指すべく、各総合調査の後に策

定された「丹沢大山保全計画」や「丹沢大山自然再生計画」の主要な施策としてブナ林の保全・再生

を位置づけて、平成 19年からは個人県民税の超過課税である水源環境税を活用しながら、県内の研

究機関や大学等と共同した調査研究プロジェクトを進めてきました。

　その結果、オゾン、水ストレスおよびブナハバチの影響が連関して作用する衰退の仕組みの解明が

進み、それに対応する再生技術開発の目途がつき、今後は対策の実行を段階的に進める段階に入った

と考えています。

　本特集号では、今後の対策実施に向けて、調査研究プロジェクトメンバーにより集積された、ここ

5年間の新たな成果をとりまとめて掲載しました。

　ブナ林の再生には、50年、100 年という世代を越えた息のながい取り組みが必要です。本特集の

成果が、丹沢山地の自然の現状への理解を深め、丹沢のシンボル・豊かなブナ林を再生し、次世代に

引き継ぐための一助となることを願っています。

　平成 28年 11月

神奈川県自然環境保全センター所長　　稲　垣　敏　明
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1丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

Ⅰ　はじめに

要　旨

丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

谷脇　徹 *・相原敬次 *・齋藤央嗣 *・山根正伸 **

Factors and its interactive effects on beech forests decline
in the Tanzawa Mountains
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Ⅱ　ブナ林の衰退状況

図 1　丹沢各地のブナ林の衰退度（山根ら（2007c）より引用）

図 2　丹沢山地におけるブナ衰退要因の関連図（河野ら（2007）より引用）



3丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

Ⅲ　ブナを枯死・衰弱させる要因

1　オゾン

写真 1　シカ不嗜好性植物が優占する草原化が進む
檜洞丸の山頂付近
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2　水ストレス



5丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

3　ブナハバチ
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7丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

Ⅳ　各要因の複合作用
図 3　立地環境と複合影響の概念図
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Ⅴ　おわりに

Ⅵ　謝　辞

Ⅶ　引用文献
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11丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用
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13丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

神奈川県丹沢地域における大気中オゾンの動態

大森成晃 *・神田　勲 *・相原敬次 **・齋藤央嗣 **・岡﨑友紀代 *・若松伸司 *

Behavior of atmospheric ozone in the Tanzawa region
of Kanagawa prefecture

Ⅰ　背　景

1　オゾン研究の目的
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2　森林影響に関する従来研究

3　愛媛大学グループによる従来研究
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Ⅱ　定点観測データ解析

1　意義・目的

2　方法
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3　連続測定データ

4　日変動

図 2-1　丹沢山地測定局と周辺常時監視測定局
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表 2-1　丹沢山地測定局のオゾン有効データ期間とオゾン測定器機種

図 2-2　2012 年度丹沢山地のオゾン濃度 1時間値
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5　月変化

6　他の国設酸性雨局などとの比較

図 2-3　 2014 年 8 月 1 日から 9月 5日の丹沢山地オゾン濃度（菰釣山、丹沢山、檜洞丸＝ 10 分値、上）と
周辺一般局（秦野、伊勢原、津久井＝ 1時間値、下）におけるオゾン濃度

図 2-4　 2012年度丹沢山地と神奈川県常時監視測定
局の年平均オゾン日変動
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7　風向依存性とオゾン濃度の関係

図 2-5　丹沢山地と周辺常時監視測定局の月平均オゾン濃度変動

図 2-8　 丹沢山地と国設酸性雨局の AOT40 の経年
変化

図 2-7　 丹沢山地と国設酸性雨局の 2012 年度月平
均値

図 2-6　 丹沢山と国設酸性雨局の 2012 年度平均日
変化
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Ⅲ　徒歩移動観測

1　意義、目的

図 2-9　2012 年度丹沢山地測定局の風向別平均オゾン濃度

表 3-1　徒歩移動観測実測日
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2　観測方法

3　観測結果

（1）　檜洞丸移動観測

図 3-1　移動観測機器一式

図 3-2　 2014 年 5 月 30 日檜洞丸移動観測登坂時の
経路とオゾン濃度分布
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（2）　菰釣山における移動観測結果

（3）　丹沢山地稜線縦走観測

図 3-3　 2014 年 5 月 30 日檜洞丸移動観測結果（太実線：2B202 オゾン、破線：温位、丸：檜洞丸オゾン 10 分値、
細実線：標高）

図 3-5　 2014 年 9 月 29 日菰釣山移動観測結果（太実線：2B202 オゾン、破線：温位、点線：相対湿度、丸：
檜洞丸 10 分値、星：犬越路オゾン 1時間値、細実線：標高）

図 3-4　 2015 年 6 月 24 日檜洞丸移動観測結果（太実線：2B202 オゾン、破線：温位、点線：相対湿度、菱形：
丹沢山 10 分値、丸：檜洞丸 10 分値、細実線：標高）
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Ⅳ　まとめ

図 3-6　 2014 年 10 月 3 日移動観測経路とオゾン濃
度分布
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Ⅴ　引用文献
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